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「あの本のオーサリングが午後にアップするから、メルマガ ASP 使って、
URL にパラメータ振って送信しておいて！」
「弊社は＊＊＊の取引情報の API をライブラリ化してもっていて、それをリ

クエスト単位で課金している会社です。……ぜひ御社に投資してもらいたいと
思っています」
「ブロックチェーン使ったトークン発行できるプラットフォームを作って、

マイクロコンテンツ事業者が ICO して資金調達できる環境を作るのはどうだ
ろう？」

…何を言っているのか全然わからない人もいるのではないでしょうか。私の
いる商談の場や事業開発の現場で実際に毎日のように繰り広げられている会話
の一部です。
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皆さんもご存知の通り、デジタルテクノロジーが発展して、産業界に新し
い境地を開いています。フィンテック、エドテック、リテールテック、…など
業界×テクノロジーを標榜するベンチャーが市場を席巻して、量子コンピュー
タ、ブロックチェーン、AI、仮想通貨、IoT、5G…といった最新のデジタル
テクノロジーがバズワードになってどんどん社会に出てきています。

冒頭の例ではなくとも、皆さんも仕事中にデジタルの知らない単語が出てき
て、後で Google 検索してもイマイチわからなかったというようなことや、職
場で急にハイテクなソリューションが導入されたことはありませんか。

それらの技術は、学校教育における「情報」の授業や、企業の基礎研修で
習う基本的なパソコン操作の範囲を大きく超えています。日々どんどんアップ
デートもしていくため、専門家だとしてもその全てを理解するのは非常に困難
なくらいです。

本書の位置づけは、そういったビジネスの現場で新しいデジタルテクノロ
ジーに向き合う、または向き合わざるを得なくなった皆さんに向けた、普遍的
に使えるデジタルテクノロジーの評価・分析、そして実践の手法について書か
れた入門書になります。

まず、本書のタイトルにもある「デジタルテクノロジー」という言葉の定義
についてです。本書では、技術としての高度さは関係なく、デジタルの仕組み
をなんらか、どこか一部にでも活かした製品・サービス・技術群に対して、そ
れらを総称した意味として「デジタルテクノロジー」と呼んでいきます。です
ので、業界×テックの造語や、「AI」「ブロックチェーン」といったような技
術領域名も個別のサービス名とその内容も全て包含して「デジタルテクノロ
ジー」と呼んでいますのでご留意ください。

続いて、本書の構成です。第 1 章が書籍の背景になっていて、デジタルテク
ノロジーの全体をとらえるための背景知識をインプットしていただきます。

第 2 章はメインとなるフレームワークを紹介します。そのデジタルテクノロ
ジーの位置づけや強いポイントなどをユーザー目線から解析していきます。

第 3 章はもっと事業として役に立てるためのビジネス面を評価する拡張フ
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レームワークを紹介します。そのデジタルテクノロジーが、ビジネスの現場で
どれくらい役に立つものなのかを理解していきます。第 2 章と第 3 章はケー
ススタディとして、それぞれフレームワークを実際に使った実例をあげていま
す。

続く、第 4 章および第 5 章は実際に活用に向けて自社以外の他のステーク
ホルダーを理解するポイントと、留意すべきリスク事項や確認事項をチェック
していきます。

第 6 章から第 8 章には活用により重きを置いて、その方法や具体的なアウ
トプットについて扱っています。まず、第 6 章では調達や利用をしていく目線
でのその上で持つべきマインドセットから実際に担当者として稟議で話すトー
クスクリプトのイメージまでを整理しています。次に第 7 章はデジタルテクノ
ロジーを活かして事業を設計する上での方法を記載しています。

第 8 章は、そういった自社導入や事業開発を実施してデジタルテクノロジー
を用いて生まれたサービスをいかに知ってもらうか、理解してもらうか、使っ
てもらえるかを考えるマーケティングについて取り扱っています。

最後の第 9 章ではその上で出てきたフレームワーク全体をまとめています。
最後に巻末で出てきた単語について簡単に解説を入れた用語集を入れていま
す。そこで大枠を説明していますが、各デジタルテクノロジー 1 つ 1 つの詳細
を知りたい方は個別に調べたり、各技術の専門書や学術論文を読んでいただき
たいと考えています。

本書の対象になる読者は大きく分けて 2 つあります。1 つは、今、直接、エ
ンジニアリングや研究開発に関わっていない、一般的な会社員や自営業の皆さ
んです。最新のデジタルテクノロジーがニュースをにぎわしたり、会社がデジ
タルテクノロジーを業務に導入するとなったときに、それを見極める目を持っ
た上で、使ったり考えたりしてもらえるような下地に本書がなってもらいたい
と思っています。また、この読者層の皆さんにとってはエンドユーザーとして
の目利き視点を提供するという意味で、新しいガジェットや通信機器の購入や
ウェブサービスの入会を考えたりする日常生活の中での購買検討にも役に立て
ると思います。
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そして、もう 1 つの読者像は新規事業やスタートアップへの投資活動、今後
の事業計画や経営計画を検討されていくにあたり、デジタルテクノロジーを事
業へ役立てていかなければならない人たちです。職種でいうと、新規事業開発
担当やベンチャーキャピタリスト、経営企画担当、そして企業の執行役員や取
締役といった経営陣で、エンジニアリングや研究開発が専門ではない皆さんで
す。そういった皆さんには、技術の詳細を理解するというよりも、それらをメ
タ化した視点や何に使えて、どういうビジネスとしてのベネフィットがあるか
を評価・分析した上で事業判断していくことが非常に重要になるからです。

ここで、私がなぜ本書を書いたのかも触れておきたいと思います。私はもと
もと大学院生だった時分に、就職活動の SPI を練習するイーラーニングサー
ビスで起業してから、その会社を 2 年ほど経営した後に外部に事業売却をし
て、電通に入りました。

電通というと、一般的にはテレビ CM などマスメディアを中心とした広告
コミュニケーションを扱う総合広告代理店のイメージが強いと思います。し
かし、私はその中で電通に入社してからも、一般的なデジタルマーケティング
におけるクライアントワークやアドバイザリー業務に従事することもありま
すが、基本的には常に新規事業開発を扱う部署に所属しています。そこで、電
子書籍、BI ツール、MA ツール、グロースハック、オープンイノベーション、
デジタルヘルスケア、ブロックチェーンと、様々なそのときに第一線にあるテ
クノロジーやメソドロジーを、ソリューションとして取りこんで商品化して販
売したり、自社事業として運営できるような枠組みを作ってきました。

現在はセガグループのグループ会社で、エンタテインメントの力を、クライ
アントのマーケティングや新規事業といった事業課題や生活者の社会課題の解
決に役立てる、株式会社セガ エックスディーという会社へ電通から資本参画
をしまして、その役員も兼務しています。

上記のように書くと、落ち着きなく映るかもしれませんが、簡単に言うと、
「デジタルテクノロジーをどう乗りこなして、価値や競争優位を築き、事業収
益につなげていくのか」に自分の職業人生の全てを費やしてきました。
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今の仕事をしていきたいと思えるようになったきっかけは 10 年ほど前の大
学院生のときになります。大学院で化学の研究をしながら、上記の起業してい
た中で感じた 2 つの実感が根になっています。

1 つ目は、技術の社会評価のされ方です。私よりも遥かに研究観点で優秀な
大学院の先輩や後輩、同僚が、博士になった際になかなか定職に就きにくくな
るポスドク問題に向き合うことになっていたり、素晴らしい研究や基礎技術に
も関わらず、それに研究費が全くつかなかったり、なかなか日の目を見ること
ができていない様子を目の当たりにしたり、テクノロジーや学術の価値が正し
く評価されにくい現状に対して、非常にもやもやした気持ちを持っていまし
た。

もう 1 つはデジタルテクノロジーのドラスティックさと革新性をみたこと
です。ちょうど上記の起業時に「アドテク」や「ビッグデータ」のような言葉
が勃興したときの国内外のテックベンチャー興隆に、いわゆる学生ベンチャー
の末端事業者として触れる機会がありました。まだ「GAFA」といわれるほ
どは影響力がなかった Google や �Phone が出たての Apple、日本人はまだ始
めたばっかりの Facebook、ただの海外 EC サイトだと思われていた Amazon
など、今とまた違った様相でデジタルテクノロジーを持ったサービス群が大き
くなっている真っ只中にいたわけです。

そういうデジタルテクノロジーが世界を変えていく中で自分の青春時代の
最後と職業人生の最初が始まったため、技術と事業の間をつなぐ探求活動自体
が自分の人生のテーマになっています。このノウハウが皆さんのお仕事に少し
でもお役に立てると光栄です。

最後になりますが、慣れない出版企画を一緒にしてくれ、原稿が遅延して非
常にご迷惑をおかけしてしまった中でも優しくご指導・ご鞭撻をいただいた大
学教育出版の佐藤守さん、出版を許可してくれた株式会社電通の所属部署であ
る、事業共創局の直属の上司である阿比留一彦さんと当時の局長であった山下
義行さんおよび業務で日々ご一緒している皆さん、電通広報のコーポレート・
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コミュニケーション局の皆さん、6 年ほど前にこの理論の基になるフレームに
おけるディスカッションパートナーになってくれた小沼敏郎さん、本書の一部
となる内容の講演機会を作ってくれた高橋北斗さん、また、今回の理論をさら
に大手企業向けにブラッシュアップする機会になった三井不動産の光村圭一郎
さんおよび東京ミッドタウン日比谷 6 階の産業創造拠点 BASE Q の運営メン
バーおよび伴走チームの皆さん、第 3 章の UX に関して高い示唆と多数の実
践者との交流機会をくださっている五十嵐建祐先生および石井洋介先生、木野
瀬友人先生を中心とするデジタルハリウッド大学院「デジタルヘルスラボ」の
皆さん、各所で本書の事例掲載のご許諾をいただきました関係者の皆さんとそ
の許諾取得にも積極的に協力してくれた電通およびセガエックスディーを中
心とする協力者の皆さん、そして新婚早々の令和元年の 10 連休のゴールデン
ウィークとシルバーウィーク、年末年始のほぼ全てを約 2 年分出版作業に使っ
てしまい、迷惑をかけた妻の珠実に感謝と敬意を表します。

他にも書ききれないほど多数の方々のご厚意で本書が出版できることを、こ
の場を借りて特に深く御礼を申し上げます。事例でも数多くの第一線のスター
トアップ経営者やイントレプレナーの皆様にインタビューやコメントのご協力
をいただきました。

ありがとうございました。

2021 年 2 月

片山　智弘　



事業成長につなげる
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